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開 講 学 年

バ イ オ サ イ エ ン ス コ ー ス

演 習 ・ 実 習 科 ⽬

専
⾨

基
礎

導
⼊

科
⽬

＊
1「

学
外

実
習

Ⅰ
」

は
地

域
創

⽣
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

必
修

＊
2「

国
際

理
解

Ⅰ
」

は
国

際
展

開
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

選
択

必
修

●
必

修
科

⽬
〇

基
幹

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

み
必

修
（

他
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
別

表
に

掲
載

）
◆

選
択

必
修

科
⽬

★
⾷

品
衛

⽣
管

理
者

及
び

⾷
品

衛
⽣

監
視

員
資

格
関

連
科

⽬

バ イ オ サ イ エ ン ス コ ー ス

選 択 必 修 科 ⽬

バ イ オ サ イ エ ン ス コ ー ス

開 講 選 択 科 ⽬

他 コ ー ス 開 講

選 択 科 ⽬

※
D

P
 =

 学
位

授
与

の
方

針
（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）

(1
)

(2
)

(3
)

(1
)

(2
)

(3
)

(1
)

(2
)

(4
)

(5
)

(6
)

(7
)

(8
)

バ
イ

オ
サ

イ
エ

ン
ス

英
語

演
習

Ⅲ
 

〇
バ

イ
オ

サ
イ

エ
ン

ス
英

語
演

習
Ⅱ

〇
バ

イ
オ

サ
イ

エ
ン

ス
研

究
演

習
Ⅱ

 
〇

森
林

資
源

利
⽤

学
国

際
展

開
プ

ロ
グ

ラ
ム

地
域

創
⽣

プ
ロ

グ
ラ

ム
バ

イ
オ

サ
イ

エ
ン

ス
研

究
演

習
Ⅰ

 
〇

遺
伝

⼦
タ

ン
パ

ク
質

⼯
学

★
微

⽣
物

⽣
態

学
★

⾷
品

衛
⽣

学
★

有
機

化
学

演
習

★
細

胞
⽣

化
学

★
バ

イ
オ

サ
イ

エ
ン

ス
コ

ー
ス

演
習

●
応

⽤
微

⽣
物

学
★

バ
イ

オ
サ

イ
エ

ン
ス

コ
ー

ス
実

験
Ⅲ

 
〇

⾷
品

加
⼯

学
★

バ
イ

オ
サ

イ
エ

ン
ス

コ
ー

ス
実

験
Ⅱ

 
●

⾷
品

機
能

学
★

植
物

保
護

学
バ

イ
オ

サ
イ

エ
ン

ス
英

語
演

習
Ⅰ

 
〇

応
⽤

細
胞

⽣
物

学
★

園
芸

学
の

基
礎

外
国

書
演

習
Ⅱ

 ●
在

来
植

物
資

源
学

★
作

物
学

国
際

展
開

プ
ロ

グ
ラ

ム
地

域
創

⽣
プ

ロ
グ

ラ
ム

植
物

育
種

学
★

⾷
品

科
学

◆
★

公
衆

衛
⽣

学
★

微
⽣

物
学

◆
★

動
物

分
⼦

⽣
殖

学
★

バ
イ

オ
サ

イ
エ

ン
ス

コ
ー

ス
実

験
Ⅰ

 
●

基
礎

植
物

栄
養

⽣
理

学
◆

★
統

計
学

基
礎

●
★

学
外

実
習

*1
バ

イ
オ

サ
イ

エ
ン

ス
コ

ー
ス

基
礎

実
験

●
基

礎
動

物
⽣

理
学

◆
★

有
機

分
析

化
学

★
基

礎
農

林
経

済
学

地
域

か
ら

学
ぶ

◆
外

国
書

演
習

Ⅰ
●

分
⼦

⽣
物

学
◆

★
⼟

壌
⽣

化
学

★
遺

伝
学

●
★

先
輩

か
ら

学
ぶ

◆
情

報
処

理
演

習
●

基
礎

⽣
化

学
◆

★
農

産
物

⽣
理

学
★

基
礎

⽣
態

学
キ

ャ
リ

ア
形

成
論

●
国

際
理

解
*2

公
開

森
林

実
習

雪
⼭

実
習

⾷
料

⽣
命

環
境

学
実

験
実

習
●

基
礎

有
機

化
学

◆
★

栄
養

科
学

★
畜

産
学

基
礎

⼟
壌

学
●

★
国

際
展

開
セ

ミ
ナ

ー
地

域
創

⽣
セ

ミ
ナ

ー
基

礎
農

学
セ

ミ
ナ

ー
●

エ
コ

サ
イ

エ
ン

ス
コ

ー
ス

概
論

●
農

学
の

た
め

の
数

物
基

礎
◆

先
端

農
学

●
バ

イ
オ

サ
イ

エ
ン

ス
コ

ー
ス

概
論

●
農

学
の

た
め

の
基

礎
化

学
◆

⾷
料

⽣
命

環
境

学
⼊

⾨
●

ア
グ

リ
サ

イ
エ

ン
ス

コ
ー

ス
概

論
●

農
学

の
た

め
の

基
礎

⽣
物

学
◆

2 1
基

盤
教

育
基

礎
科

⽬

卒
業

研
究

(3
)

DP
1

2
3

4 3

キ
ャ

リ
ア

教
育

キ
ャ

リ
ア

教
育

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

研
究

室
実

験
（

３
後

・
４

前
・

４
後

）
研

究
室

実
験

（
３

後
・

４
前

・
４

後
）

コ
ー

ス
実

験
（

２
後

・
３

前
）

コ
ー

ス
実

験
（

２
後

・
３

前
）

基
礎

実
験

（
２

前
）

基
礎

実
験

（
２

前
）

学
科

共
通

必
修

科
⽬

学
科

共
通

必
修

科
⽬

基
礎

３
科

⽬
（

サ
イ

エ
ン

ス
ス

キ
ル

）
基

礎
３

科
⽬

（
サ

イ
エ

ン
ス

ス
キ

ル
）
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農
学
部
食
料
生
命
環
境
学
科

エ
コ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ

1年2年3年4年

基
盤

共
通

教
育

科
目

雪
山

実
習

D
P
3
(2
)

学
外

実
習

（
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
-Ⅰ

）
D
P
2
(1
)

学
外

実
習

（
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
-Ⅱ

）
D
P
2
(1
)

国
際

理
解

Ⅰ
（

海
外

研
修

）
D
P
2
(3
)

国
際

理
解

Ⅰ
（

国
内

研
修

）
D
P
2
(3
)

公
開

森
林

実
習

D
P
3
(1
)

2
年

次
～

4
年

次

学
科

共
通

科
目

（
実

習
科

目
）

国
際

展
開

プ
ロ

グ
ラ

ム
科

目

地
域

創
生

プ
ロ

グ
ラ

ム
科

目

食
料

生
命

環
境

学
入

門
D
P
3
(1
)

先
端

農
学

D
P
3
(1
)

基
礎

農
学

セ
ミ

ナ
ー

D
P
3
(1
)

ア
グ

リ
サ

イ
エ

ン
ス

コ
ー

ス
概

論
D
P
3
(2
)

バ
イ

オ
サ

イ
エ

ン
ス

コ
ー

ス
概

論
D
P
3
(2
)

エ
コ

サ
イ

エ
ン

ス
コ

ー
ス

概
論

D
P
3
(2
)

専
門

基
礎

導
入

科
目

基
礎

土
壌

学
D
P
3
(4
)

基
礎

生
態

学
D
P
3
(4
)

森
林

資
源

利
用

学
D
P
3
(3
)

農
村

計
画

学
D
P
3
(3
)

基
礎

有
機

化
学

D
P
3
(3
)

D
P
3
(3
)

森
林

調
査

基
礎

実
習

D
P
3
(3
)

遺
伝

学
D
P
3
(4
)

里
山

管
理

学
D
P
3
(3
)

応
用

力
学

D
P
3
(3
)

環
境

経
済

学
D
P
3
(3
)

D
P
3
(3
)

基
礎

農
林

経
済

学
D
P
3
(4
)

森
林

生
体

管
理

学
D
P
3
(3
)

水
理

学
D
P
3
(3
)

植
物

保
護

学
D
P
3
(3
)

D
P
3
(3
)

統
計

学
基

礎
D
P
3
(4
)

森
林

影
響

学
D
P
3
(3
)

水
文

学
D
P
3
(3
)

植
物

病
理

学
D
P
3
(6
)

D
P
3
(3
)

地
域

創
生

セ
ミ

ナ
ー

D
P
3
(8
)

流
域

保
全

論
D
P
3
(3
)

測
量

学
D
P
3
(3
)

基
礎

植
物

栄
養

生
理

学
D
P
3
(3
)

国
際

展
開

セ
ミ

ナ
ー

D
P
3
(7
)

木
材

材
料

学
D
P
3
(3
)

活
用

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
D
P
3
(3
)

D
P
3
(3
)

実
習

・
演

習
科

目

森
林

系
科

目

陸
水

環
境

論

農
地

環
境

工
学

河
川

環
境

調
査

論

地
域

環
境

計
画

学

学
科

共
通

科
目

選
択

科
目

森
林

系
科

目
水

土
系

科
目

森
林

系
科

目
水

土
系

科
目

選
択

必
修

科
目

農
業

政
策

と
地

域
振

興

エ
コ

サ
イ

エ
ン

ス
研

究
演

習
Ⅲ

D
P
3
(4
)

実
習

・
演

習
科

目

卒
業

研
究

D
P
3
(4
)

卒
業

研
究

※
DP
＝
学
位
授
与
の
⽅
針
（
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）

樹
木

の
生

態
と

生
理

D
P
3
(3
)

D
P
3
(3
)

森
林

生
態

学
実

験
実

習
D
P
3
(4
)

D
P
3
(4
)

森
林

資
源

化
学

D
P
3
(3
)

D
P
3
(3
)

流
域

保
全

実
習

D
P
3
(4
)

D
P
3
(4
)

住
宅

市
場

論
D
P
3
(3
)

D
P
3
(3
)

森
林

G
IS

実
習

D
P
3
(4
)

D
P
3
(4
)

森
林

環
境

保
全

学
D
P
3
(3
)

D
P
3
(3
)

森
林

資
源

利
用

学
実

験
実

習
D
P
3
(4
)

D
P
3
(4
)

森
林

社
会

論
D
P
3
(3
)

D
P
3
(6
)

森
林

環
境

保
全

学
実

験
実

習
D
P
3
(4
)

D
P
3
(4
)

森
林

動
物

学
D
P
3
(3
)

D
P
3
(4
)

森
林

化
学

D
P
3
(3
)

D
P
3
(4
)

自
然

環
境

解
析

論
D
P
3
(3
)

D
P
3
(４
)

D
P
3
(3
)

地
盤

工
学

農
業

水
利

学

応
用

測
量

学

水
質

環
境

科
学

森
林

系
科

目
水

土
系

科
目

水
土

環
境

実
験

実
習

応
用

数
学

モ
デ

ル
演

習

土
木

測
量

実
習

農
業

土
木

夏
季

実
習

選
択

科
目

G
IS

 ・
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

演
習

エ
コ

サ
イ

エ
ン

ス
研

究
演

習
Ⅱ

森
林

系
科

目
水

土
系

科
目

実
習

・
演

習
科

目 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
習

エ
コ

サ
イ

エ
ン

ス
研

究
演

習
Ⅰ

農
業

と
農

村
の

地
理

学

安
全

農
産

物
生

産
機

械
学
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農
学
部

⾷
料
⽣
命
環
境
学
科

国
際
展
開
プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ

4 年

講
義
系
科
⽬

2 年3 年

演
習
・
実
験
系
科
⽬

グ
ロ
ー
バ
ル
⾷
農
環
境

論
（
注
︓
⼤
学
院
進
学

後
単
位
認
定
）

基
盤
共
通

基
盤
共
通

基
礎
⼟
壌
学

基
礎
⽣
態
学

遺
伝
学

基
礎
農
林
経
済
学統
計
学
基
礎

学
科
共
通

学
科
共
通

雪
⼭
実
習

地
域
創
⽣
セ
ミ
ナ
ー

国
際
展
開
セ
ミ
ナ
ー

学
科
共
通

⽩
抜
き
⽂
字
の
科
⽬
は
必
修
、
⾚
字
は
選
択
必
修
、
⿊
字
は
選
択
科
⽬

In
te

ns
iv

e 
Sc

ie
nt

ifi
c 

Co
m

m
un

ic
at

io
n 

Co
ur

se

学
外
実
習

(イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
-

I）学
外
実
習

(イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
-

Ⅱ
）

国
際
理
解

Ⅰ
（
海
外

研
修
）

公
開
森
林

実
習

外
国

書
演

習
Ⅱ

⾷
料

⽣
命

環
境

学
実

験
実

習
（

農
学

）
情

報
処

理
演

習

外
国

書
演

習
Ⅰ

キ
ャ

リ
ア

形
成

論

国
際

展
開

プ
ロ

グ
ラ

ム
概

論

卒
業
研
究

注
︓
「
コ
ー
ス
共
通
科

⽬
」
は
各
コ
ー
ス
の
教

育
課
程
表
を
参
照
く
だ

さ
い
。

国
際
理
解
Ⅲ

国
際

展
開

プ
ロ

グ
ラ

ム
演

習
Ⅱ

国
際

展
開

プ
ロ

グ
ラ

ム
演

習
Ⅲ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
Ⅰ

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
演

習
Ⅱ

国
際

展
開

プ
ロ

グ
ラ

ム
演

習
Ⅰ

国
際

農
業

演
習

国
際
理
解

Ⅱ
（
海
外

研
修
）

国
際

展
開

プ
ロ

グ
ラ

ム
科

学
英

語
演

習

基
盤
共
通

地
域
か
ら
学
ぶ

先
輩
か
ら
学
ぶ
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農
学
部

⾷
料
⽣
命
環
境
学
科

地
域
創
⽣
プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ

２

４ 年
講
義
科
⽬

２ 年３ 年

演
習
・
実
験
科
⽬

地
域

創
⽣

論
Ⅰ

地
域
創
⽣
研
究
演
習
Ⅰ

地
域
創
⽣
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
習

卒
業
研
究

⾷
と

農
の

ビ
ジ

ネ
ス

論
植
物
育
種
学 農
業
と
農
村
の
地
理
学

森
林
社
会
論

植
物
病
理
学

フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
論

農
業
会
計
学

農
業
⽔
利
学

果
樹
園
芸
学

農
村
地
域
の
歴
史
と
⽣
活

陸
⽔
環
境
論

在
来
植
物
資
源
学

地
域
創
⽣
研
究
演
習
Ⅱ

地
域
創
⽣
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
⾨
演
習

学
外
実
習

(イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
-

I）国
際
理
解

Ⅰ
（
海

外
・
国
内

研
修
）

学
外
実
習

(イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
-

Ⅱ
）

公
開
森
林

実
習

⾷
料
⽣
命
環
境
学
実
験
実
習
（
農
学
）

情
報
処
理
演
習

キ
ャ
リ
ア
形
成
論

外
国
書
演
習
Ⅰ

基
盤
共
通外

国
書
演
習
Ⅱ
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Ⅵ．学生生活 

1．学生心得 
  

（（１１））学学生生へへのの連連絡絡手手段段ににつついいてて  

学生に対する連絡は掲示板のほかwebによっても行いますので，次の掲示板，，「CAMPUSSQUARE」,

「WebClass」を毎日の登下校時には，必ず確認してください。 

種     別 掲示板の設置個所（p.59参照） 

学部学生の講義，試験，休講等の授業関係 3 号館 1 階， 

学科,コース及びプログラムの掲示関係 
3 号館 2 階 

1 号館 2 階，2 号館 1 階，3 号館 1 階 

保健室からのお知らせ 鶴岡キャンパス学生センター前 

奨学金募集関係 鶴岡キャンパス学生センター前 

国際交流関係 鶴岡キャンパス学生センター前 

就職関係 1 号館 1 階 就職情報室 

一般用の掲示関係 1 号館 1 階，農学部会館 1階（入口付近） 

主に授業担当教員が授業に関する連絡に使用  WebClass 

主に事務からの連絡(学生の呼び出し)など 

その他の連絡に使用  
学務情報システム「CAMPUSSQUARE」 

  （注）掲示の見落としは，取り返しのつかない事態になることもあります。 

 

（（２２））学学業業上上のの相相談談ににつついいてて  

≪アドバイザー制について≫ 

本学では，きめ細かな学習指導を行うため，学生１人１人に対して責任を持って指導するアドバ

イザー教員が決められています。 

アドバイザー教員は，学生の皆さんが，有意義な大学生活を行うための様々な指導を行うととも

に，良き相談相手でもあります。学習面，生活面に関わらず，心配なことがある時は，まず，各自

のアドバイザー教員を訪ねてみましょう。 

 

≪学務委員会と学務担当について≫ 

鶴岡キャンパスには，各コースの教員から構成される学務委員会が設置されています。学務委員

会では，学生の異動（休学・退学等）に関することをはじめ，学生の教務，学生生活等に関するこ

と全般について審議しています。また学生に関する事務のほとんどは，学務担当で処理していま

す。学生生活を送る上で不明な点がある場合は，学務担当までお問い合わせください。 

 

（（３３））事事務務窓窓口口ににつついいてて  

学生に直接関係のある事務は，学務担当で行います。 

学 務 担 当   鶴岡キャンパス学生センター 

電 話 番 号   0235-28-2809 

受 付 時 間   8時30分～17時00分（土曜日，日曜日，祝日及び年末年始を除く。） 

 

 

 

3. 授業内容紹介等 

 

○令和８年度開講科目のシラバス 

https://www.yamagata-u.ac.jp/jp/life/lesson/syllabus/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

○各コースの案内，各教員の研究内容と所属プログラム及び在学生の皆さんへの情報

は，以下の山形大学農学部／山形大学農学研究科のホームページ内「在学生の皆様

へ」を御覧ください。 

 https://www.tr.yamagata-u.ac.jp/students.html 

 

 

         

QR コード 

QR コード 
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Ⅵ．学生生活 

1．学生心得 
  

（（１１））学学生生へへのの連連絡絡手手段段ににつついいてて  

学生に対する連絡は掲示板のほかwebによっても行いますので，次の掲示板，，「CAMPUSSQUARE」,

「WebClass」を毎日の登下校時には，必ず確認してください。 

種     別 掲示板の設置個所（p.59参照） 

学部学生の講義，試験，休講等の授業関係 3 号館 1 階， 

学科,コース及びプログラムの掲示関係 
3 号館 2 階 

1 号館 2 階，2 号館 1 階，3 号館 1 階 

保健室からのお知らせ 鶴岡キャンパス学生センター前 

奨学金募集関係 鶴岡キャンパス学生センター前 

国際交流関係 鶴岡キャンパス学生センター前 

就職関係 1 号館 1 階 就職情報室 

一般用の掲示関係 1 号館 1 階，農学部会館 1階（入口付近） 

主に授業担当教員が授業に関する連絡に使用  WebClass 

主に事務からの連絡(学生の呼び出し)など 

その他の連絡に使用  
学務情報システム「CAMPUSSQUARE」 

  （注）掲示の見落としは，取り返しのつかない事態になることもあります。 

 

（（２２））学学業業上上のの相相談談ににつついいてて  

≪アドバイザー制について≫ 

本学では，きめ細かな学習指導を行うため，学生１人１人に対して責任を持って指導するアドバ

イザー教員が決められています。 

アドバイザー教員は，学生の皆さんが，有意義な大学生活を行うための様々な指導を行うととも

に，良き相談相手でもあります。学習面，生活面に関わらず，心配なことがある時は，まず，各自

のアドバイザー教員を訪ねてみましょう。 

 

≪学務委員会と学務担当について≫ 

鶴岡キャンパスには，各コースの教員から構成される学務委員会が設置されています。学務委員

会では，学生の異動（休学・退学等）に関することをはじめ，学生の教務，学生生活等に関するこ

と全般について審議しています。また学生に関する事務のほとんどは，学務担当で処理していま

す。学生生活を送る上で不明な点がある場合は，学務担当までお問い合わせください。 

 

（（３３））事事務務窓窓口口ににつついいてて  

学生に直接関係のある事務は，学務担当で行います。 

学 務 担 当   鶴岡キャンパス学生センター 

電 話 番 号   0235-28-2809 

受 付 時 間   8時30分～17時00分（土曜日，日曜日，祝日及び年末年始を除く。） 

 

 

 

3. 授業内容紹介等 

 

○令和８年度開講科目のシラバス 

https://www.yamagata-u.ac.jp/jp/life/lesson/syllabus/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

○各コースの案内，各教員の研究内容と所属プログラム及び在学生の皆さんへの情報

は，以下の山形大学農学部／山形大学農学研究科のホームページ内「在学生の皆様

へ」を御覧ください。 

 https://www.tr.yamagata-u.ac.jp/students.html 

 

 

         

QR コード 

QR コード 
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   補足①：学期開始の月の末日（前期は 4 月 30日，後期は 10 月 31 日）までに休学を許可され

た場合は，月割計算によって休学する翌月から復学する前月までの授業料は免除され

ます。したがって，学期開始の月の末日後に休学が許可された者は，該当する学期の

授業料を全額納付しなければなりません。 

   補足②：退学する場合には，その学期に属する授業料は納付しなければなりません。また，退

学する者は学生証を返納しなければなりません。 

 

２）除籍について 

次のいずれかに該当すると，除籍となる場合があります。 

（１）在学期間が修業年限の２倍を超えた場合。 

（２）病気その他の理由（*）で，成業の見込みがない場合。 

（３）入学料の免除もしくは徴収猶予を申請し，不許可，半額免除許可，徴収猶予許可の 

いずれかとなった者が，所定の期日までに入学料を納付しない場合。 

（４）授業料の納付を怠り，督促を受けてもなお納付しない場合。 

 * 「無届で１年以上欠席している場合，または入学後２年（休学期間を除く）を経過して

も鶴岡キャンパスへ進級できない場合」 

 

３）住所，父母等連絡先，本籍等の変更 

住所，父母等連絡先，氏名等に変更が生じたときは，速やかに学務情報システムにて変更，ま

たは学務担当にご連絡ください。 

 

４）海外渡航について 

私事渡航を含め，海外渡航を予定している学生は学生センター学務課国際室に連絡し，所定の

用紙に必要事項を記入の上，必ず渡航前に学生センター学務課国際室まで提出してください。 

 

（（６６））奨奨学学金金及及びび授授業業料料免免除除ににつついいてて  

日本学生支援機構，地方公共団体及び民間企業等の奨学事業について，山形大学ホームページ及

び鶴岡キャンパス学生センター前の掲示版にて案内していますので，希望者は確認の上，申請して

ください。 

また，経済的理由又は学資負担者の死亡，災害等の理由により授業料の納付が困難であり，学業

成績優秀と認められる者に対し，選考の上，その期の授業料の全額又は半額を免除する制度があり

ます。掲示版にて案内しますので，授業料免除を受けようとする者は，事前に願書の交付を受け，

指定された期間内に学務担当に出願してください。 

 

（（７７））アアルルババイイトトのの紹紹介介ににつついいてて  

アルバイトについては，山形大学生活協同組合にて紹介しています。詳しくは山形大学生活協同

組合ホームページ https://www.yamagata.u-coop.or.jp を参照ください。 

 

（（８８））就就職職ににつついいてて  

就職を希望する学生には，小白川キャンパスキャリアサポートセンター（学生センター内）及

び，鶴岡キャンパス就職情報室（１号館１階）にて，進路相談を含め就職のサポートを行っていま

す。 

 

 

 

（（４４））証証明明書書のの発発行行等等ににつついいてて  

１）証明書自動発行機 

証明書自動発行機 多目的ルーム 

利 用 時 間    8時30分～17時00分（土曜日，日曜日，祝日及び年末年始を除く。） 

 

証明書自動発行機により次の証明書を発行できます。 

○在学証明書 

○成績証明書 

※厳封する必要がある場合は，証明書自動発行機で発行した後，学生センター内にある封

筒を使用し，各自で厳封してください。 

○卒業見込証明書（４年次・大学院２年次） 

○学割証 

※不正に使用することのないよう十分に注意のこと。 

○健康診断証明書（健康診断項目を全て受検，再検査等不要の学生） 

 

２）その他の証明書 

上記以外の証明書については，学務担当に申し込んでください。交付までは，通常３日程度

かかります。また，証明書の種類によっては，３日以上かかる場合がありますので，時間的な

余裕をもって早めに申し込むようにしてください。 

 

（（５５））諸諸願願出出，，届届出出ににつついいてて  

学務担当では，次の願出等を受け付けています。詳細については，学務担当までお問い合わせ

ください。 

 

 

１）休学・復学・退学について 

休学，復学，退学の事由が発生した場合は，直ちに学務担当に連絡し，所定の用紙に必要事項

を記入し，保証人連署の上，アドバイザー教員又は指導教員の許可を得て提出してください。特

に奨学生である者に前述の事由が発生した場合は，別途手続きが必要なため注意してください。

休学期間は通算して，３年（学部生）を超えることはできません。休学期間は在学期間に算入し

ません。なお，休学している者が休学期間を満了した場合には，復学しなければなりません。 

種   別 備 考 

休学 

復学 

転学（転学部・転コース） 

退学 

通学定期乗車券 

授業料免除願書 

授業料徴収猶予 

入寮（退寮） 

奨学金願書 

連絡先変更届 

保証人変更届 

学生証再交付 

進路調査票 

 

 

 

 

 

種   別 備 考 

海外渡航届出書・海外渡航行程表 

サークル結成 

サークル継続 

サークル解散 

サークル役員変更 

体育施設使用 

課外活動共用施設使用 

鶴岡キャンパス会館使用 

集会届 

掲示願 

用具の使用 

事故状況報告 

駐車許可証 

 

 

（（４４））証証明明書書のの発発行行等等ににつついいてて  

１）証明書自動発行機 

証明書自動発行機 多目的ルーム 

利 用 時 間    8時30分～17時00分（土曜日，日曜日，祝日及び年末年始を除く。） 

 

証明書自動発行機により次の証明書を発行できます。 

○在学証明書 

○成績証明書 

※厳封する必要がある場合は，証明書自動発行機で発行した後，学生センター内にある封

筒を使用し，各自で厳封してください。 

○卒業見込証明書（４年次・大学院２年次） 

○学割証 

※不正に使用することのないよう十分に注意のこと。 

○健康診断証明書（健康診断項目を全て受検，再検査等不要の学生） 

 

２）その他の証明書 

上記以外の証明書については，学務担当に申し込んでください。交付までは，通常３日程度

かかります。また，証明書の種類によっては，３日以上かかる場合がありますので，時間的な

余裕をもって早めに申し込むようにしてください。 

 

（（５５））諸諸願願出出，，届届出出ににつついいてて  

学務担当では，次の願出等を受け付けています。詳細については，学務担当までお問い合わせ

ください。 

 

 

１）休学・復学・退学について 

休学，復学，退学の事由が発生した場合は，直ちに学務担当に連絡し，所定の用紙に必要事項

を記入し，保証人連署の上，アドバイザー教員又は指導教員の許可を得て提出してください。特

に奨学生である者に前述の事由が発生した場合は，別途手続きが必要なため注意してください。

休学期間は通算して，３年（学部生）を超えることはできません。休学期間は在学期間に算入し

ません。なお，休学している者が休学期間を満了した場合には，復学しなければなりません。 

種   別 備 考 

休学 

復学 

転学（転学部・転コース） 

退学 

通学定期乗車券 

授業料免除願書 

授業料徴収猶予 

入寮（退寮） 

奨学金願書 

連絡先変更届 

保証人変更届 

学生証再交付 

進路調査票 

 

 

 

 

 

種   別 備 考 

海外渡航届出書・海外渡航行程表 

サークル結成 

サークル継続 

サークル解散 

サークル役員変更 

体育施設使用 

課外活動共用施設使用 

鶴岡キャンパス会館使用 

集会届 

掲示願 

用具の使用 

事故状況報告 

駐車許可証 
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   補足①：学期開始の月の末日（前期は 4 月 30日，後期は 10 月 31 日）までに休学を許可され

た場合は，月割計算によって休学する翌月から復学する前月までの授業料は免除され

ます。したがって，学期開始の月の末日後に休学が許可された者は，該当する学期の

授業料を全額納付しなければなりません。 

   補足②：退学する場合には，その学期に属する授業料は納付しなければなりません。また，退

学する者は学生証を返納しなければなりません。 

 

２）除籍について 

次のいずれかに該当すると，除籍となる場合があります。 

（１）在学期間が修業年限の２倍を超えた場合。 

（２）病気その他の理由（*）で，成業の見込みがない場合。 

（３）入学料の免除もしくは徴収猶予を申請し，不許可，半額免除許可，徴収猶予許可の 

いずれかとなった者が，所定の期日までに入学料を納付しない場合。 

（４）授業料の納付を怠り，督促を受けてもなお納付しない場合。 

 * 「無届で１年以上欠席している場合，または入学後２年（休学期間を除く）を経過して

も鶴岡キャンパスへ進級できない場合」 

 

３）住所，父母等連絡先，本籍等の変更 

住所，父母等連絡先，氏名等に変更が生じたときは，速やかに学務情報システムにて変更，ま

たは学務担当にご連絡ください。 

 

４）海外渡航について 

私事渡航を含め，海外渡航を予定している学生は学生センター学務課国際室に連絡し，所定の

用紙に必要事項を記入の上，必ず渡航前に学生センター学務課国際室まで提出してください。 

 

（（６６））奨奨学学金金及及びび授授業業料料免免除除ににつついいてて  

日本学生支援機構，地方公共団体及び民間企業等の奨学事業について，山形大学ホームページ及

び鶴岡キャンパス学生センター前の掲示版にて案内していますので，希望者は確認の上，申請して

ください。 

また，経済的理由又は学資負担者の死亡，災害等の理由により授業料の納付が困難であり，学業

成績優秀と認められる者に対し，選考の上，その期の授業料の全額又は半額を免除する制度があり

ます。掲示版にて案内しますので，授業料免除を受けようとする者は，事前に願書の交付を受け，

指定された期間内に学務担当に出願してください。 
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（（８８））就就職職ににつついいてて  

就職を希望する学生には，小白川キャンパスキャリアサポートセンター（学生センター内）及

び，鶴岡キャンパス就職情報室（１号館１階）にて，進路相談を含め就職のサポートを行っていま

す。 
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かかります。また，証明書の種類によっては，３日以上かかる場合がありますので，時間的な
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2．健康管理 
 

（１） 鶴岡キャンパス保健室 

1) 健康相談，学生相談等について 

鶴岡キャンパス保健室では，学校医（専門医）等による次の健康相談，学生相談等に応じてい

ます。相談日程は，鶴岡キャンパス学生センター前の掲示版にてお知らせします。 

種 別 内     容 担当者 

健康相談 内科相談・歯科相談（各毎月１回）・精神科医相談 学校医 

学生相談 勉学，対人関係，進路等の心理面の相談（毎週４回） カウンセラー 

その他 
救急処置，健康相談，保健指導，医療機関の紹介， 

諸検査（尿検査，血圧測定，聴力・視力検査，その他） 
看護師 

 

2) 保健室窓口について 

鶴岡キャンパス保健室  農学部会館１階 

電 話 番 号   0235－28－2817 

受 付 時 間   8時30分～17時00分（土曜日，日曜日，祝日及び年末年始を除く。） 

 

3) 定期健康診断 

学校保健安全法で定められている定期健康診断を，毎年 4 月に実施しています。学生生活を送

る上で支障をきたす疾患を早期に発見することを目的としているので，必ず受検してください。 

月 別 対   象 内     容 

４ 月 
編 入 生 

胸部Ｘ線間接撮影，内科検診，歯科検診， 
眼科検診，耳鼻科検診，計測，血圧測定， 
視力検査，聴力検査，尿検査 

学部２・３・４年生 計測，視力検査，尿検査 

 

 

（２） 学生のための保険 

次の保険の加入申込・保険請求を受け付けています。 

  ○学生教育研究災害傷害保険 

  ○学研災付帯賠償責任保険 

 

 

（（９９））学学生生寮寮ににつついいてて  

鶴岡キャンパスには，学生寮として啓明寮があります。掲示板及び農学部ホームページにて募集

の案内を行いますので，入寮希望者は確認の上，申し込みしてください。 

なお，申し込み後に入寮者の選考を行います。入寮の時期は，４月，７月，１０月，１１月で

す。 

 

2．健康管理 
 

（１） 鶴岡キャンパス保健室 

1) 健康相談，学生相談等について 

鶴岡キャンパス保健室では，学校医（専門医）等による次の健康相談，学生相談等に応じてい

ます。相談日程は，鶴岡キャンパス学生センター前の掲示版にてお知らせします。 

種 別 内     容 担当者 

健康相談 内科相談・歯科相談（各毎月１回）・精神科医相談 学校医 

学生相談 勉学，対人関係，進路等の心理面の相談（毎週４回） カウンセラー 

その他 
救急処置，健康相談，保健指導，医療機関の紹介， 

諸検査（尿検査，血圧測定，聴力・視力検査，その他） 
看護師 

 

2) 保健室窓口について 

鶴岡キャンパス保健室  農学部会館１階 

電 話 番 号   0235－28－2817 

受 付 時 間   8時30分～17時00分（土曜日，日曜日，祝日及び年末年始を除く。） 

 

3) 定期健康診断 

学校保健安全法で定められている定期健康診断を，毎年 4 月に実施しています。学生生活を送

る上で支障をきたす疾患を早期に発見することを目的としているので，必ず受検してください。 

月 別 対   象 内     容 

４ 月 
編 入 生 

胸部Ｘ線間接撮影，内科検診，歯科検診， 
眼科検診，耳鼻科検診，計測，血圧測定， 
視力検査，聴力検査，尿検査 

学部２・３・４年生 計測，視力検査，尿検査 

 

 

（２） 学生のための保険 

次の保険の加入申込・保険請求を受け付けています。 

  ○学生教育研究災害傷害保険 

  ○学研災付帯賠償責任保険 
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Ⅶ．関係規則 

1．山形大学学位規程（抄） 
（昭和54年4月21日全部改正） 

第１章 総則 

（趣旨） 

第 1 条 この規程は，学位規則(昭和 28 年文部省令第 9 号。以下「省令」という。)第 13 条第 1 項，

山形大学学部規則(以下「学部規則」という。)第 39 条第 2 項及び山形大学大学院規則(以下「大学

院規則」という。)第 23 条第 2 項の規定に基づき，山形大学(以下「本学」という。)が授与する学

位について必要な事項を定めるものとする。 

(学位の種類) 

第 2 条 本学において授与する学位は，学士，修士，博士及び教職修士(専門職)とする。 

(専攻分野の名称) 

第 3 条 学位に付記する専攻分野の名称は，別表のとおりとする。 

(学位の名称) 

第 4 条 本学の学位を授与された者が学位の名称を用いるときは，「山形大学」と付記するものとす

る。 

第 2 章 学士の学位授与 

(学士の学位授与の要件) 

第 5 条 学士の学位は，本学を卒業した者に授与する。 

(学位の授与) 

第 6条 学長は，学部規則第 38条の規定に基づき，卒業を認定した者に所定の学位記を交付して学士

の学位を授与する。 

第 3 章 修士の学位授与（略） 

第 4 章 博士の学位授与（略） 

第 5 章 教職修士(専門職)の学位授与（略） 

第 6 章 雑則 

(学位授与の取消) 

第46条 本学において学位を授与された者が，その名誉を汚す行為があったとき又は不正の方法によ

り学位の授与を受けた事実が判明したときは，学長は，当該教授会又は当該研究科委員会の意見

を聴いた上で学位の授与を取り消し，学位記を返付させ，かつ，その旨を公表するものとする。 

(学位記等の様式) 

第47条 学位記の様式は，別記様式2のとおりとする。 

(その他) 

第48条 この規程に定めるもののほか，学位の授与に関し必要な事項は，当該学部長，当該学環長又

は当該研究科長が学長の承認を得て定める。 

附 則 

この規程は，令和 7 年 4 月 1 日から施行する。 

別表（第３条関係） 

学士の学位 

学  部 学   科 履修コース 学位の種類及び専攻分野の名称 

農 学 部 食料生命環境学科  学 士（農学） 

 

3．注意事項 
 

（１） 交通規制 

鶴岡キャンパスでは，教育・研究上必要な環境を保持することを目的に駐車規制や交通安全等に

関し必要な事項を定めています。 

自動車による通学は，駐車許可証がないとできませんので注意してください。駐車許可証の発行

条件については，学務担当に確認してください。 

また，構内は徐行（制限速度10km)を厳守し，事故防止に注意するとともに，研究や授業の妨げに

ならないように静かに運行してください。 

バイク，自転車についても指定の場所に置いてください。 

 

（２） キャンパス・ハラスメント（本学ホームページ「学生生活」参照） 

キャンパス・ハラスメントとは，セクシャル・ハラスメント及びアカデミック・ハラスメントなど

のハラスメントのことです。個人の人権を侵害するものであり，いかなる場合でも許されません。 

鶴岡キャンパスでは，安全で適切な教育を受ける環境を阻害することのないよう，その防止に努

めていますが，万一問題が発生した場合は，保健室においても常時対応していますので相談員に相

談するようにしてください。 

なお，相談を申し出た本人のプライバシーはもちろんのこと，当事者双方の人権の保護に十分配

慮しながら対応することとなっています。 

 

（３） 薬品の取扱い 

実験や実習で使用する薬品の中には，人体に有害なものが数多く含まれています。これらは，

ちょっとした不注意によって，学生自身はもとより社会的にも重大な被害を及ぼすことがあります。 

薬品による事故を防止するため，薬品を使用する実験や実習を行うときは，山形大学毒物及び劇

物取扱規程に基づき事故の防止に努めてください。 

また，「農学部安全衛生教育テキスト」が農学部ホームページ「キャンパスライフ」内に掲載され

ていますので参照してください。 

 

（４） 懲戒について 

試験等における不正行為など，本学の学生として不適切な行為等が認められた場合には，巻末の

規程（p.50～p.54）に従って懲戒を受けることになります。 
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別表（第３条関係） 

学士の学位 

学  部 学   科 履修コース 学位の種類及び専攻分野の名称 

農 学 部 食料生命環境学科  学 士（農学） 

 

3．注意事項 
 

（１） 交通規制 
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2．山形大学学生の懲戒に関する規程 

（平成 25 年 3 月 19 日） 

(趣旨) 

第1条 この規程は，山形大学学部規則第65条及び山形大学大学院規則第31条に規定する学生の懲

戒について，適正かつ公正な運用を図るため，必要な事項を定めるものとする。 

(懲戒の対象行為) 

第2条 学長は，次の各号の一に該当する行為を行った学生(以下「当該学生」という。)に対して

懲戒を行う。 

(1) 犯罪行為及びその他の違法行為 

(2) ハラスメント等の人権を侵害する行為 

(3) 試験等における不正行為及び論文等の作成における学問的倫理に反する行為 

(4) 情報倫理に反する行為 

(5) 学部規則その他本学の諸規則に違反する行為 

(6) 本学の名誉又は信用を著しく傷つける行為 

(7) その他学生としての本分に反する行為 

(懲戒の内容) 

第3条 懲戒の内容は，次のとおりとする。 

(1) 戒告 学生の行った非違行為を戒めて事後の反省を求め，将来にわたってそのようなこと

のないよう文書又は口頭により注意する。 

(2) 停学 一定の期間，学生の教育課程の履修及び課外活動を禁止する。ただし、ボランティ

ア活動等の奉仕活動についてはこの限りではない。 

(3) 退学 学生としての身分を失わせる。この場合，再入学は認めない。 

2 停学の期間は無期又は有期とし，無期の停学とは，期限を付さずに命じる停学をいい，有期の

停学とは，3月以内の期限を付して命じる停学をいう。 

3 停学の期間は，在学期間に含め，修業年限に含まないものとする。ただし、3月を超えない場合

には，修業年限に含めることができる。 

(その他の教育的措置) 

第4条 学部長，学環長又は研究科長(以下「学部長等」という。)は，前条に規定する懲戒のほ

か，教育的措置として口頭又は文書による厳重注意を行うことができる。 

2 学部長等は，前項に定める厳重注意を行ったときは，別記様式1により，速やかにその旨を学長

に報告しなければならない。 

(懲戒の量定) 

第5条 懲戒処分の量定は，次に掲げる事項を基礎に，行為者の状態等並びに行為の悪質性，重大

性を総合的に判断して行う。 

(1) 非違行為の動機，態様及び結果 

(2) 故意又は過失の別及びその程度 

(3) 過去の非違行為の有無 

(4) 日常における生活態度及び非違行為後の対応 

2 懲戒処分の量定に当たっては，個々の事案の事情に即し，処分を加重軽減することがある。 

(事案の報告) 

第6条 学生による事件事故が発生した場合，当該学生が所属する学部長等は，その内容を速やか

に学長に報告しなければならない。 

(自宅謹慎・自宅待機) 

 

第7条 学部長等は，当該事案が第3条第1項第2号に定める停学又は同項第3号に定める退学に該当

することが明白であると認めるときは，懲戒処分の決定前に，当該学生に対して自宅謹慎を命ず

ることができる。 

2 学部長等は，被害者保護を目的とする一時的な自宅待機を当該学生に命ずることができる。 

(1) 自宅待機は，被害者からの申し出があり，かつ，当該学生が待機期間及び待機理由を承諾し

た場合に限る。 

(2) 待機期間は1週間以内とし，教育を受ける権利への十分な配慮と速やかな事実調査を行わなけ

ればならない。 

3 自宅謹慎及び自宅待機の期間は，停学の期間に算入できるものとする。 

(事実の調査等) 

第8条 学部長等は，学生による事件事故が学生の懲戒に当たる行為と思慮するとき又は学長の指

示を受けたときは，慎重かつ速やかに当該事案にかかる事実調査を行わなければならない。 

2 学部長等は，前項に定める事実調査を行うため調査委員会を設置しなければならない。なお，

この調査委員会は，既存の委員会をもって代えることができるものとする。 

3 前項に定める調査委員会は，調査を進めるに当たっては，原則として，当該学生に対して調査

する旨を告知し，弁明の機会を与えなければならない。 

4 調査委員会は，当該学生及び関係者から事情及び意見を聴取し，必要と認められる場合は，資

料の提出を求めることができる。 

5 調査委員会は，必要に応じて委員以外の者の出席を求め意見を聴くことができる。 

6 調査委員会は，調査終了後，調査内容等を明記した報告書を作成し，学部長等に提出しなけれ

ばならない。 

7 学部長等は，前項の報告書を受理したときは，懲戒の要否等について判断するため，教授会又

は研究科委員会(以下「教授会等」という。)の意見を聴くものとする。 

8 学部長等は，別記様式2による報告書を作成し，前項の規定による判断の結果を学長に報告しな

ければならない。なお，報告書には処分の内容を付すことができるものとする。 

(懲戒処分の決定) 

第9条 学長は，前条第8項の報告書に基づいて，懲戒の要否及び処分の内容を決定する。 

2 学長は，報告書の内容に疑義があるときは，当該学部長等に説明を求め，更に再調査を行うこ

とを指示することができる。 

(懲戒処分の通知) 

第10条 懲戒処分は，学長が，懲戒処分を受ける学生に対して，懲戒処分書(別記様式3)を交付し

て行う。 

2 学長は，懲戒処分を行ったときは，懲戒処分を受ける学生の保証人に，その旨を通知する。 

3 懲戒処分を受ける学生の所在を知ることができないとき又は当該学生が懲戒処分書の交付を受

けることを拒否するときは，その内容を民法(明治29年法律第89号)第98条第2項に定める方法によ

り公示するものとする。この場合において、公示された日から2週間経過したときに，懲戒処分書

が交付されたものとみなす。 

(懲戒処分の効力) 

第11条 懲戒処分の効力は，懲戒処分書を交付したときから発生するものとする。 

(懲戒処分の期間) 

第12条 懲戒処分の期間は，処分の効力が発生した日の翌日から起算し，暦日計算による。 

(再審査請求) 

第13条 懲戒処分を受けた学生は，事実誤認，新事実の発見その他の正当な理由があるときは，そ

50



 

2．山形大学学生の懲戒に関する規程 

（平成 25 年 3 月 19 日） 

(趣旨) 

第1条 この規程は，山形大学学部規則第65条及び山形大学大学院規則第31条に規定する学生の懲

戒について，適正かつ公正な運用を図るため，必要な事項を定めるものとする。 

(懲戒の対象行為) 

第2条 学長は，次の各号の一に該当する行為を行った学生(以下「当該学生」という。)に対して

懲戒を行う。 

(1) 犯罪行為及びその他の違法行為 

(2) ハラスメント等の人権を侵害する行為 

(3) 試験等における不正行為及び論文等の作成における学問的倫理に反する行為 

(4) 情報倫理に反する行為 

(5) 学部規則その他本学の諸規則に違反する行為 

(6) 本学の名誉又は信用を著しく傷つける行為 

(7) その他学生としての本分に反する行為 

(懲戒の内容) 

第3条 懲戒の内容は，次のとおりとする。 

(1) 戒告 学生の行った非違行為を戒めて事後の反省を求め，将来にわたってそのようなこと

のないよう文書又は口頭により注意する。 

(2) 停学 一定の期間，学生の教育課程の履修及び課外活動を禁止する。ただし、ボランティ

ア活動等の奉仕活動についてはこの限りではない。 

(3) 退学 学生としての身分を失わせる。この場合，再入学は認めない。 

2 停学の期間は無期又は有期とし，無期の停学とは，期限を付さずに命じる停学をいい，有期の

停学とは，3月以内の期限を付して命じる停学をいう。 

3 停学の期間は，在学期間に含め，修業年限に含まないものとする。ただし、3月を超えない場合

には，修業年限に含めることができる。 

(その他の教育的措置) 

第4条 学部長，学環長又は研究科長(以下「学部長等」という。)は，前条に規定する懲戒のほ

か，教育的措置として口頭又は文書による厳重注意を行うことができる。 

2 学部長等は，前項に定める厳重注意を行ったときは，別記様式1により，速やかにその旨を学長

に報告しなければならない。 

(懲戒の量定) 

第5条 懲戒処分の量定は，次に掲げる事項を基礎に，行為者の状態等並びに行為の悪質性，重大

性を総合的に判断して行う。 

(1) 非違行為の動機，態様及び結果 

(2) 故意又は過失の別及びその程度 

(3) 過去の非違行為の有無 

(4) 日常における生活態度及び非違行為後の対応 

2 懲戒処分の量定に当たっては，個々の事案の事情に即し，処分を加重軽減することがある。 

(事案の報告) 

第6条 学生による事件事故が発生した場合，当該学生が所属する学部長等は，その内容を速やか

に学長に報告しなければならない。 

(自宅謹慎・自宅待機) 

 

第7条 学部長等は，当該事案が第3条第1項第2号に定める停学又は同項第3号に定める退学に該当

することが明白であると認めるときは，懲戒処分の決定前に，当該学生に対して自宅謹慎を命ず

ることができる。 

2 学部長等は，被害者保護を目的とする一時的な自宅待機を当該学生に命ずることができる。 

(1) 自宅待機は，被害者からの申し出があり，かつ，当該学生が待機期間及び待機理由を承諾し

た場合に限る。 

(2) 待機期間は1週間以内とし，教育を受ける権利への十分な配慮と速やかな事実調査を行わなけ

ればならない。 

3 自宅謹慎及び自宅待機の期間は，停学の期間に算入できるものとする。 

(事実の調査等) 

第8条 学部長等は，学生による事件事故が学生の懲戒に当たる行為と思慮するとき又は学長の指

示を受けたときは，慎重かつ速やかに当該事案にかかる事実調査を行わなければならない。 

2 学部長等は，前項に定める事実調査を行うため調査委員会を設置しなければならない。なお，

この調査委員会は，既存の委員会をもって代えることができるものとする。 

3 前項に定める調査委員会は，調査を進めるに当たっては，原則として，当該学生に対して調査

する旨を告知し，弁明の機会を与えなければならない。 

4 調査委員会は，当該学生及び関係者から事情及び意見を聴取し，必要と認められる場合は，資

料の提出を求めることができる。 

5 調査委員会は，必要に応じて委員以外の者の出席を求め意見を聴くことができる。 

6 調査委員会は，調査終了後，調査内容等を明記した報告書を作成し，学部長等に提出しなけれ

ばならない。 

7 学部長等は，前項の報告書を受理したときは，懲戒の要否等について判断するため，教授会又

は研究科委員会(以下「教授会等」という。)の意見を聴くものとする。 

8 学部長等は，別記様式2による報告書を作成し，前項の規定による判断の結果を学長に報告しな

ければならない。なお，報告書には処分の内容を付すことができるものとする。 

(懲戒処分の決定) 

第9条 学長は，前条第8項の報告書に基づいて，懲戒の要否及び処分の内容を決定する。 

2 学長は，報告書の内容に疑義があるときは，当該学部長等に説明を求め，更に再調査を行うこ

とを指示することができる。 

(懲戒処分の通知) 

第10条 懲戒処分は，学長が，懲戒処分を受ける学生に対して，懲戒処分書(別記様式3)を交付し

て行う。 

2 学長は，懲戒処分を行ったときは，懲戒処分を受ける学生の保証人に，その旨を通知する。 

3 懲戒処分を受ける学生の所在を知ることができないとき又は当該学生が懲戒処分書の交付を受

けることを拒否するときは，その内容を民法(明治29年法律第89号)第98条第2項に定める方法によ

り公示するものとする。この場合において、公示された日から2週間経過したときに，懲戒処分書

が交付されたものとみなす。 

(懲戒処分の効力) 

第11条 懲戒処分の効力は，懲戒処分書を交付したときから発生するものとする。 

(懲戒処分の期間) 

第12条 懲戒処分の期間は，処分の効力が発生した日の翌日から起算し，暦日計算による。 

(再審査請求) 

第13条 懲戒処分を受けた学生は，事実誤認，新事実の発見その他の正当な理由があるときは，そ

51



 

の証拠となる資料を添えて，懲戒処分書を交付された日から起算して10日以内に，学長に対して，

再審査請求書(別記様式4)により再審査を請求することができる。 

2 学長は，再審査の必要があると認めたときは，当該学部長等に対し再調査を指示する。 

3 学長は，再審査の必要がないと認めたときは，速やかにその旨を文書により当該学生に通知す

る。 

4 学長は，再審査の結果について，速やかに文書により当該学生に通知する。 

5 学長は，再審査の結果により，第9条第1項による懲戒処分の決定内容と異なる決定をした場合

は，再度，第10条に定める手続を行う。 

6 再審査の請求により，懲戒処分の効力は妨げられないものとする。ただし、再審査請求により

懲戒処分の内容を変更したときは，既に行った懲戒処分を取り消す等必要な措置を講じなければな

らない。 

(停学期間の短縮及び解除) 

第14条 学部長等は，当該学生の反省の度合い等を勘案し，教授会等の意見を聴いた上で，学長に

無期の停学の解除又は有期の停学の期間の短縮を申し出ることができる。 

2 学長は，学部長等からの申し出に基づき，当該停学の解除の時期又は期間の短縮を決定するこ

とができる。ただし、無期の停学の解除の時期は，当該停学の開始の日から起算して3月未満の日

とすることはできない。 

(懲戒処分に関する記録) 

第15条 懲戒処分を行ったときは，その内容を累加記録簿の賞罰欄に記録する。ただし、本学が発

行する証明書等にはその内容を記載しないものとする。 

(学籍の異動) 

第16条 懲戒に関し，事実調査を行っている学生から，懲戒処分の決定前に，退学又は休学の申し

出があったときは，この申し出を受理しない。 

2 休学中の学生が停学処分となったときは，当該学生の停学期間中の休学を認めない。 

(教務上の措置) 

第17条 中間試験又は期末試験等，単位認定に係る試験における不正行為により，停学処分を受け

た学生の教務上の措置は，不正行為を行った科目は不合格(0点)とし，それ以外の当該学期の履修

登録科目は，全て履修取消とする。ただし，当該学期を超えて履修取消の効果が及ぶ科目について

は，履修取消の対象としない。 

(履修手続) 

第18条 停学期間終了又は終了見込みである学生は，停学期間終了後の授業等に関する履修手続

を，当該学部等の定める期間に行うことができる。 

(停学期間中の指導) 

第19条 学部長等は，停学期間中の学生に対して定期的に面談及び指導を行わなければならない。 

(事務) 

第20条 学生の懲戒に関する事務は，関係部局等の協力を得て，エンロールメント・マネジメント

部において遂行する。 

(その他) 

第21条 この規程に定めるもののほか，学生の懲戒に関し必要な事項は，別に定めることができ

る。 

附 則(令和7年3月19日) 

この規程は，令和7年4月1日から施行する。 

 

3．山形大学学生懲戒処分の実施に関する細則 

（平成 31 年 2 月 19 日） 

(趣旨) 

第1条 この細則は，山形大学学生の懲戒に関する規程第21条に基づき，懲戒の量定に関する標準的

な例(以下「標準例」という。)，悪質性及び重大性並びに加重軽減について必要な事項を定めるも

のとする。 

(懲戒の量定に関する標準例) 

第2条 標準例は別表のとおりとする。ただし，標準例に掲げられていない非違行為については，標

準例に照らして判断し，相当の懲戒処分を行う。 

(悪質性及び重大性の判断) 

第3条 悪質性及び重大性の判断は，次のとおりとする。 

(1) 悪質性については，当該学生の主観的態様，当該非違行為の性質，当該非違行為に至る動機及

び過去の処分歴等により判断する。 

(2) 重大性については，当該非違行為により被害を受けた者の精神的被害を含めた被害の程度，当

該非違行為が社会に及ぼした影響等により判断する。 

(加重軽減の措置) 

第4条 量定の加重軽減については，次のとおりとする。 

(1) 懲戒処分は教育的措置であることから，動機，行為後の態様及び個々の事情等から総合的に判

断し，加重軽減の措置を講ずることができる。 

(2) 動機及び行為後の態様等により，標準例の量定によらず処分の量定を加重軽減することができ

る。 

(3) 学部等の教育理念，教育目標等に反する非違行為である場合には，処分の量定を加重すること

ができる。 

(4) 非違行為が過失・誤認等に起因するものであり，今後の教育的指導により十分な更生が見込ま

れる場合には，処分の量定を軽減することができる。 

(その他) 

第5条 この細則の改正は，学生支援関係業務を担当する理事又は副学長の意見を聞き，学長が行

う。 

附 則(令和6年12月18日) 

この細則は，令和6年12月18日から施行する。 
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の証拠となる資料を添えて，懲戒処分書を交付された日から起算して10日以内に，学長に対して，
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る。 
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らない。 

(停学期間の短縮及び解除) 

第14条 学部長等は，当該学生の反省の度合い等を勘案し，教授会等の意見を聴いた上で，学長に
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2 学長は，学部長等からの申し出に基づき，当該停学の解除の時期又は期間の短縮を決定するこ
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第17条 中間試験又は期末試験等，単位認定に係る試験における不正行為により，停学処分を受け

た学生の教務上の措置は，不正行為を行った科目は不合格(0点)とし，それ以外の当該学期の履修

登録科目は，全て履修取消とする。ただし，当該学期を超えて履修取消の効果が及ぶ科目について

は，履修取消の対象としない。 

(履修手続) 

第18条 停学期間終了又は終了見込みである学生は，停学期間終了後の授業等に関する履修手続

を，当該学部等の定める期間に行うことができる。 

(停学期間中の指導) 

第19条 学部長等は，停学期間中の学生に対して定期的に面談及び指導を行わなければならない。 

(事務) 

第20条 学生の懲戒に関する事務は，関係部局等の協力を得て，エンロールメント・マネジメント

部において遂行する。 

(その他) 

第21条 この規程に定めるもののほか，学生の懲戒に関し必要な事項は，別に定めることができ

る。 

附 則(令和7年3月19日) 

この規程は，令和7年4月1日から施行する。 
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第5条 この細則の改正は，学生支援関係業務を担当する理事又は副学長の意見を聞き，学長が行

う。 
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別表(標準例) 

区分 行為の内容 懲戒の標準 

犯
罪
行
為 

殺人，強盗，強制性交等の凶悪な犯罪行為又はその犯罪未遂行 退学 

傷害行為 退学又は停学 

薬物犯罪行為 退学又は停学 

窃盗，詐欺，他人を傷害するに至らない暴力行為等の犯罪行為 退学，停学又は戒告 

痴漢行為(覗き見，盗撮行為その他の迷惑行為を含む。) 退学，停学又は戒告 

ストーカー行為 退学，停学又は戒告 

コンピュータ又はネットワークの不正使用で悪質な場合 退学又は停学 

コンピュータ又はネットワークの不正使用 停学又は戒告 

交
通
事
故
等 

死亡又は高度な後遺症を残す人身事故を伴う交通事故を起こした場合で，そ

の原因行為が無免許運転，飲酒運転，暴走運転等の悪質な場合(幇助を含む) 
退学 

人身事故を伴う交通事故を起こした場合で，その原因行為が無免許運転，飲

酒運転，暴走運転等の悪質な場合(幇助を含む) 
退学又は停学 

無免許運転，飲酒運転，暴走運転等の悪質な交通法規違反(幇助を含む) 停学又は戒告 

死亡又は高度な後遺症を残す人身事故を伴う交通事故を起こした場合で，そ

の原因行為が前方不注意等の過失の場合 
停学 

人身事故を伴う交通事故を起こした場合で，その原因行為が前方不注意等の

過失の場合 
停学又は戒告 

試
験
等 

本学が実施する試験等における不正行為で身代わり受験等の悪質な場合 退学又は停学 

本学が実施する試験等におけるカンニング等の不正行為 停学 

本学が実施する試験等において，監督者の注意又は指示に従わなかった場合 戒告 

山形大学の研究活動における行動規範に関する規程第5条第1項に定める不正

行為 
退学，停学又は戒告 

非
違
行
為 

本学の教育研究又は管理運営に対する業務妨害を目的とした暴力的行為 退学，停学又は戒告 

本学が管理する建造物への不法侵入又はその不正使用若しくは占拠による本

学への業務妨害行為 
退学又は停学 

本学が管理する建造物又は器物の破壊，汚損，不法改築等による本学への業

務妨害行為 
停学 

本学に対する風説の流布等による威力業務妨害又は偽計業務妨害行為 退学，停学又は戒告 

本学構成員に対する暴力行為，威嚇，拘禁，拘束等 退学，停学又は戒告 

キャンパス・ハラスメントに当たる行為 退学，停学又は戒告 

飲酒を強要し，死に至らしめる等重大な事態を生じさせた場合 退学又は停学 

飲酒を強要し，急性アルコール中毒等の被害を生じさせた場合 停学又は戒告 

未成年者と知りながら飲酒を強要した場合 停学又は戒告 

本学が実施する情報セキュリティ対策に違反し，本学の教育研究又は管理運

営に重大な支障を生じさせた場合 
停学又は戒告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）鶴岡キャンパス施設案内図 

鶴岡キャンパス構内図 
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（参考）鶴岡キャンパス施設案内図 

鶴岡キャンパス構内図 
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附附属属ややままががたたフフィィーールルドド科科学学セセンンタターー（（高高坂坂農農場場））
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男ＷＣ

佐々木
研究室

池田
研究室
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講講義義室室 そそのの他他

部屋名称 棟 階 部屋名称 棟 階 部屋番号

101講義室 3号館 1階 総務担当

102講義室 3号館 1階 研究・社会共創室

103講義室 3号館 1階 財務会計担当

201講義室 3号館 2階 施設管理担当

202講義室 3号館 2階 就職情報室 1号館 1階 1105

203情報処理教室 3号館 2階 守衛室 1号館 1階 1106

301大講義室 3号館 3階 学生相談室 1号館 1階 1159

302講義室 3号館 3階 大学院第1セミナー室 1号館 2階 1209

401講義室 3号館 4階 学部長室 1号館 2階 1251

402講義室 3号館 4階 事務長室 1号館 2階 1252

リフレッシュルーム 1・2号館 1～5階

学務担当

教育研究支援室

国際室

リフレッシュコーナー 3号館 1～6階

教教員員研研究究室室

部屋名称 棟 階 部屋番号 部屋名称 棟 階 部屋番号

ああ 相蘇研究室 2号館 4階 2452 たた 張研究室 2号館 2階 2255

芦谷研究室 2号館 4階 2453 陳研究室 2号館 1階 2157

網干研究室 3号館 2階 3253 程研究室 3号館 3階 3352

阿部研究室 3号館 2階 3255 豊増研究室 3号館 3階 3356

家串研究室 2号館 1階 2153 なな 永井研究室 3号館 1階 3153

石川研究室 2号館 2階 2252 中坪研究室 １号館 ５階 1567

池田研究室 茄子川研究室 1号館 2階 1213

江頭研究室 3号館 4階 3456 鍋島研究室 1号館 4階 1453

江成研究室 2号館 4階 2456 西山研究室 1号館 5階 1561

小笠原研究室 1号館 4階 1452 野村研究室 3号館 4階 3454

小川研究室 2号館 5階 2557 はは 長谷研究室 1号館 4階 1460

かか 加来研究室 3号館 4階 3455 服部研究室 3号館 2階 3251

角田(憲)研究室 1号館 4階 1412 花山研究室 1号館 5階 1556

梶原研究室 1号館 5階 1562 林研究室 2号館 5階 2559

片平研究室 1号館 2階 1208 藤科研究室 1号館 3階 1359

叶研究室 3号館 1階 3151 保木本研究室 1号館 3階 1362

菊池研究室 2号館 5階 2552 星野研究室 3号館 4階 3403

木村（直）研究室 3号館 1階 3154 堀口研究室 1号館 3階 1356

木村（ゆ）研究室 3号館 3階 3355 まま 松山研究室 1号館 3階 1357

桒原研究室 2号館 2階 2253 宮城研究室 3号館 4階 3453

小林（翔）研究室 3号館 1階 3152 村山(秀)研究室 3号館 3階 3353

小林(隆)研究室 1号館 4階 1461 やや 山本研究室 ２号館 3階 2358

小峰研究室 2号館 4階 2457 吉村研究室 2号館 3階 2357

五領田研究室 2号館 1階 2156 らら ロペス研究室 2号館 3階 2306

今野研究室 1号館 5階 1566 わわ 渡邉(一)研究室 2号館 2階 2256

ささ 斎藤研究室 2号館 3階 2352 渡部(徹)研究室 1号館 5階 1564

佐々木研究室 渡辺(理)研究室 1号館 3階 1361

笹沼研究室 3号館 4階 3452

佐藤研究室 1号館 5階 1502

塩野研究室 3号館 2階 3256

渋谷研究室 1号館 3階 1353

鶴　岡　キ　ャ　ン　パ　ス　構　内　図

やまがたフィールド科学センター（高坂農場）

やまがたフィールド科学センター（高坂農場）

1階1号館 1101

学生センター
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11階階

だれでも 女
ＷＣ ＷＣ

  

●   
ＥＶ AED

22階階

   

33階階

   

44階階

   

 

55階階

   

１１号号館館

1503

女ＷＣ

1501

1363
1362
保木本
研究室

1361
渡辺（理）
研究室

1360
1357
松山

研究室

1358
リフレッシュ
ルーム

1413 1411 1410 1409 1407

1311 1310 1308

1251
学部長室

1101
総務担当

研究・社会共創室
財務会計担当
施設管理担当

1302 1301

正面玄関

1559

男ＷＣ

1504

1352

1402

1356
堀口

研究室

1353
渋谷

研究室
1351

1453
鍋島

研究室
1451

1403
1405

1502
佐藤

研究室

1452
小笠原
研究室

1552

男
ＷＣ

1106
守衛室

1202
ミーティング

ルーム

1203
テレビ
会議室

1206 1205

男ＷＣ 女ＷＣ

1103

11521153

1104

　　

1102

1151

男ＷＣ 女ＷＣ

1252
事務長室

1254
小会議室

1255
リフレッシュルーム

男ＷＣ

２号館へ
↓

1207 1204

ロビー
1105

就職情報室

1208
片平
研究室

1354

1253
理事室

1201
会議室

1565

男ＷＣ

1464 1463 1462

ＥＶ

ＥＶ

1256

1303

1554
技術職員
事務室

1556
花山

研究室
15571558 1553 15511555

1401

1456

1109

1158 1157 1156

1258
学生実験室

1259
学生実験室

1212 1210
1209

大学院第1
セミナー室

1110 1108

1211

1257

ＥＶ

女ＷＣ

1569 1568

男ＷＣ

1509

1564
渡部(徹)
研究室

1458

1408

1563

1506

ＥＶ

1510 1508 1507 1505

1562
梶原
研究室

1566
今野
研究室

1560
リフレッシュルーム

1406

1567
中坪
研究室

1561
西山

研究室

1159
学生相談

室

1465

女ＷＣ

1459

1412
角田(憲)
研究室

1461
小林
研究室

1460
長谷
研究室

1457

1304130613071309

1355
1359
藤科
研究室

1260

1213
茄子川
研究室

1154
多目的ルーム

1455 1454

1404

1305

女ＷＣ
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11階階

だれでも

ＷＣ

ＥＶ

　 　 　

  

22階階

33階階

44階階

55階階

  

2553
演習林
職員室

2554

２２号号館館

2106

2103

2352
斎藤
研究室

2358
山本
研究室

2251

2355
リフレッシュ
ルーム

↑

2305

↓

2303

2255
張

研究室

2107

2102

2155

2105

2101

2154
2156
五領田
研究室

女ＷＣ

2454

2357
吉村
研究室

2558

2457
小峰
研究室

2456
江成
研究室

2560 2556 2555

2353

男ＷＣ

2559
林

研究室

2557
小川
研究室

2552
菊池
研究室

2503
リフレッシュルーム

2551

ＥＶ

2401

2501

2404

23512356

2451

2561

2302

１号館へ

ＥＶ

３号館へ

男ＷＣ
2202

リフレッシュ
ルーム

女ＷＣ

2253
桒原
研究室

↓

2104

2151
リフレッシュ
ルーム

2153
家串
研究室

2203

2453
芦谷
研究室

2452
相蘇
研究室

ＥＶ

2405

2458

2108

2502

2354

学術情報棟へ　→

2301

2201

2252
石川
研究室

2157
陳

研究室

2256
渡邉(一)
研究室

2406

2306
ロペス
研究室

３号館へ

2258

ＥＶ

2254

女ＷＣ

男ＷＣ

2205 2204

2304

2359

女ＷＣ

2403 男ＷＣ

2455

2402

2152

2505 2504

2257

2206

2259
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１１階階

 

ＥＶ

    　     　   

22階階

●

    

33階階

●

  

44階階

●

 

55階階

66階階

3104 3103

木村
(直)

研究室

永井
研究室

3202

3203

リフレッシュコーナー

緊急シャワー●

緊急シャワー●

3356 3355

3603

3553

3604

3456 3455

リフレッシュ
コーナー

緊急シャワー●

3551
学生実験室

3204

網干
研究室

緊急シャワー●

リフレッシュ
コーナー

緊急シャワー●

リフレッシュ
コーナー

緊急シャワー●

３３号号館館

豊増
研究室

木村(ゆ)
研究室

3105

3205

3108

3206

31553156

3207

3306

１０２講義室

１０１講義室

3158 3157

２０１講義室

ROOF

3102 3101

叶
研究室

3107 3106

１０３講義室3154 3153

リフレッシュ
コーナー

3304

塩野
研究室

3307

3258 3257

3305

3408

3357

3255

阿部
研究室

3254

3358

3302

男ＷＣ

ROOF

3502 女ＷＣ

3404

3458 3457

3406

3405

↑

3402 3401

２号館へ

3201

女
Ｗ
Ｃ

ＥＶ

男ＷＣ

3252

避難ばしご

避難ばしご

女ＷＣ 男ＷＣ

２０３情報処理教室 学生ラウンジ

３０２講義室

２０２講義室

↑

２号館へ

3301

ROOF

36523653

3552

ＥＶ

3651
学生実験室

3407

3454 3452

3403
星野

研究室

3453

宮城
研究室

江頭
研究室

４０１講義室４０２講義室

加来
研究室

笹沼
研究室

３０１大講義室

女ＷＣ36013602

3501

男ＷＣ

ＥＶ

3504

3256

男ＷＣ3503
リフレッシュコーナー

3354
3353 3352
村山
(秀)

研究室

程
研究室

野村
研究室

女ＷＣ

3351

学生ラウンジ

５０１先端研究実験室

  

ＥＶ

3303

避難ばしご●

避難ばしご●

服部
研究室

3253 3251

女ＷＣ 男ＷＣ

ＥＶ

31513152
小林
（翔）
研究室

3451

避難ばしご
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